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マルチモーダル対話ロボットROBISUKEは、
人と自然な対話をするために開発が進めら
れています。

自然な対話を実現するためには、数多くの
技術を統合しなければなりません。人の話を
理解するために耳で聞いた声を音声認識し
たり、人の顔を見るために画像認識をしたり
することに加え、人の頭の動きや表情からそ
の人が何を言いたいかを理解したり、ロボッ
ト自身も視線や表情を変化させたりすること
も重要です。

これらを一つのロボット上で動作させること
で 対 話 に リ ズ ム が 生 ま れ る の で す 。
ROBISUKEは、このようなさまざまな技術を
開発するプラットフォームとしても用いられて
います。

連携企業：(有)モールドプランニング ハナダ（各務原市、金型）
手指部設計修正、組立


